
人
と
も
坦
L
‘
旬
ら
書
面
埠
論
及
び
甚
内
掩
町
事
館

一
帯
に
仕

へ

る

。

大

町
に
作
ナ
る

。

一

カ
ハ
シ
リ

河
幸
田
弁
上
正
に
E
f
do
s
-

を
能
く
し
た
。
明
治
八
年
一
五
月
二
十
六
日
寂
、
事
年
・一

カ
ハ
ジ
ザ
イ
エ
モ
ン

河
地
才
右
衛
門

文
隠
蛇

カ
ハ
シ

7
yチ
ロ
ベ
ヱ

河
島
七
郡
兵
衛

臥
主

一
帯

。

-

七
十
抗。

一
いは
佐
々
成
政
に
刊
へ
て
一
成
五
千
行
令
制
し
た
が
、

問
穴
水
川
心
の
入
。
天
正
十
年
イ
月
イ
H
前
川
利
家

一

カ
ハ
シ
リ
川
尻

羽
咋
時
制
松
正
に
邸
ナ
る
部
-

カ
ハ
争
キ
ヒ
デ
ノ
リ

河
崎
秀
窓
石
川
市
大
野

一
成
政
の
肥
後
に
科
さ
れ
る
に
及
ん
で
的
人
と
仕
つ
か
ら
、
地
下
内
馳
必
ψ
行
せ
ら
れ
て
、
川
H
M
の
内
拾

一
部
。
糊
代
川
町
一
川
口
に
あ
る
か
ら
、
副
代
川
尻
t
J
W

税
制
祉
の
剥
人
。
秘
は
禿
山
政
。
元
品
開
十
年
一
一
月
十
七

一
た
0

4
イ
お
術
門
は
す
へ
批
判
凶
年
や
り
て
山
山
川
利
支
に
仕
偵
の
川
や
代
将
せ
ら
れ
た
。

一
い
う
た
。
能
昌
V
M
n
附
剛
志
に
、
『
此
村
‘
川
の
誌
に
打

日
家
青
融
制
ug
、
式
部
~止
と
刊
惜
し
、
後
和
市
市
守
に
叙
四
一
へ
、
九
U
T
Gそ
領
し
て
足
科
凶
と
た
り
、
山岡
U
H
十
一九

一

カ
ハ
シ
マ
ト
モ
ノ
リ

河
島
借
海

大
山
「
寺
の
入
。
一
て
、
侍
の
米
磁
街
あ
り
o
県
外
商
家
あ
り
。
小
船
た

て
し
、
古宇保
イ
一

年
十
月
什
四
日
六
十
四
歳
そ
以
て
授

で
年
間
目
。
そ
の
子
才
布
術
門
守
防
の
時
大
照
寺
侠
の
MM

一
一
辿
抑
制
欣
友
街
門
o
岩
本
J
t
史
街
門
の
次
男
で
、
川
島
一
ど
出
入
し
て
阪

L
き
所
也
o』
と
回
航
す
る
。

一
し
た
o
努
沼
山
別
名
青
英
之
と
い
ひ
、
そ

の

匂

多

〈

北

一

と

な

っ

た

。

氏

に

お

は

れ

た

O

竹
川
県
宇
一
伊
際
克
牢
に
刑
判
ひ
、
文
化
一

カ
ハ
シ
リ
川
尻

印
刷
開
制
町
山
保
に
邸
す
ら
郎

一の
山
・
立
陥
集
・梓
朕
・
卯
凶
作
地
臨
す
に
見
走
、
叉
信

m
一

カ
ハ
ジ
ヒ
デ
ア
キ
ラ

河
地
英
祭
大
明
寺
務
+-。

一
例
年
御

m
m射
の
小
釘
川
と
な
り
、
文
政
七
年
小
釘
一
端
。

一
昨
肌
認
の
如
き
附
文
の
作
が
あ
る
。

一
容
は
紋
弘
、
迎
抑
制
兵
助

o
u符
平
太
夫
陀
お
の
子
で
、
一
則
間
取
に
抵
み
、
後
に
御
従
小
加
融

H
問
山
間
と
な
っ

一

カ

2
2
2
3
川
崎
六
右
衛
門

大
間
石
器
左
衛
門
委
に
廷
は
れ
た
も
の
。
高
九
年

一
た

。

葉

県

十

一
月
号
四
イ
九
五
。

一
帯
滞
の
御
油
開
削
行
で
あ
っ
た
。
線
二
百
石
。
れ
は
河

一
命
宇
一以
て
兵
法
や
・
宗
怖
の
有
仰
れ
附
に
尽
び
、
4
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カ
ハ
シ
マ
マ
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リ

河
島
正
卿

芋
は
向
的
、

一
地
千
永
の
次
男
で
、川
附
氏
に
益
は
れ
た
も
の
。
常
時

一
年
保
山
闘
を
病
ん
で
町
。
、
十
一
一
年
山
世
間
財
投
刊
の
後
や
耐
拙
と
枕
し
た
。
主
仰
の
間
人
で
、
泊
栴
は
向
原
典

一
の
氷
山
人
で
、

m方
の
都
は
多
〈
こ
の
附
に
鋭
短
が

一
受
け
、
八
月
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八
自
製
し
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。
附
三
十
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市
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巾
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符
山
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・
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巾
容
と

一
定
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っ
た
と
い
ふ
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元
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年
の
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災
後
間
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賜
は
一

カ
ハ
シ
マ
川
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刷
所
出
穴
水
郷
之
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大
陸
庄

一
明
酬
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手
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イ
一
一
年
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且
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十
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石
川
郷
湯
稲
川
畑
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た
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一
に
闘
す
る
部
訴
。
隙

ω大
川
と
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に
一
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桝
そ
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し
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に
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、
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目
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し
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院
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制
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右
衛
門

金
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て
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水
と
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ば
れ
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元
年
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的
六
瓶
悶
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の
門
に
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っ
て
利
似
や
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mん
だ
o

妙
間
師
寺
門
前
に
敏
代
阿
佐
し
、
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中
一
製
す
る
こ
と

一
花
純
政
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文
に
、
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附
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水
川
ぬ
と
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石
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ら
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河
島
昌
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和
平
左
衛

を
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と
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の
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を
加
故
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い
ひ
、
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一
出
向
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川
か
に
十
八
戸
の
み
で
あ
っ
た
の
で
あ
る。
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一兆
利
九
年
前
川
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治
に
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れ
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以
永
二
年

品
川
の
一
方
に
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色
の
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を
張
っ
た
も
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で
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滞
政
中
一

カ
ハ
シ
マ
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ツ
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河
島
勝
政

泌

m
H之
助
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三
川
右
中
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交
け
、後
ば
加
附
し
て
六
百
十
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に
示
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法

は
円
相
府
へ
逝
献
す
る
も
の
ι
、
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と
せ
ら
れ
て
ゐ
た
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土
牢
左
衛
門
。
幼
に
し
て
議
文
徳
左
術
門
正
山
町
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総
三
治
六
年
江
戸
例
制
守
刊
勤
務
巾
に
説
。
そ
の
姉
統
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天
明
一
カ
年
の
読
様
相
自
に
よ
る
に
、
自
永
・疋
徳
の
頃

て
の
一

守
一部ムダ、
、
後
本
知

rn石
や
交
付
、
御山印刷坦
・大
小

一
孫
学
花
街
門
腕
政
に
黙
っ
て
断
絶
し
た
。

か
ら
溢
献
の
白
子
製
造
や
一
命
ぜ
ら
れ
た
ゃ
う
で
あ
一
山肘
に
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し
た
が
、
行
永
七
年
不
行
総
に
よ
・
り
知
行
少

一

カ
ハ
シ
モ
ロ
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ヤ
川
下
牢
屋

余
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の
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弔
。
明
治
十
年
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博
覧
品
目
に
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絞
れ
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売
受
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召

放

さ

れ

た
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問
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内
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の
郎
地

け
た
が
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の
後
雌
梁
し
た
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カ
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シ
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川
島
寺

以
前
川
穴
水
町
川
ぬ
に
内
に
在
っ
て
、
「
ハ
縦
の
幣
と
J
h
呼
ん
だ
。
山
仙
の
続
峨

カ
ハ
ジ
コ
ウ
イ

河
地
厚
第
大
烈
叫
す
閉
山
士
で
、

土
佐
っ
た
白
山
祉
の
時
時
に
は
北
八
幼

-m八
切
の
枇

一
昨
方
国
的
行
の
所
怖
で
、
そ
の
削
糾
し
た
非
人
十
町
一
限
内

知
行
百
三
十
石
世
受
け
、
例
入
で
あ
っ
た
。
泊
抑
制
才

一h
仰
が
あ
り
、
そ
の
北
入
防
は
凶
夜
明
・取
向
的
・大
群

一
九
山
仁
縦
・
一=
れ
術
門
に
相
川
け
亡
む
い
た
市
民
で
あ
ろ
。

右
衛
門
。
初
鋭
誠
子
。
貸
永
二
年
二
月
什
一
日
夜
し
、
一
等
・民
法
寺
法
悦
幼
・
明
剛
山
寺
・阿
国
似
清
・
刊
向
皆
、
一
放
に
府
中
橋
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び
州
方却す

4
彼
等
、の
間
下
に
巾
引
け
、

給
公
樹
眠
時
士
と
議
L
・
岳
山
昌
寺
に
抑
ら
れ
た
。
土
問
入
防
は
加
山
寺
・一丸
刈
路
・
制
党
寺
・荷
山
寺
・搾
明

一
そ
の
山
町
川
は
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明
鋭
か
ら
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附
す
石
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定
で
あ
っ

カ
ハ
ジ
ゴ
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河
地
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左
衛
門
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右
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寺
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等
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の
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引
や
た
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の
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敵
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前
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利
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に
付
へ
て
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抗
十
石
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川
山
寺
と
耕
し
た
が
、
出
入
庶
民
ハ
況
の
際
剥
寺
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に
焼
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カ
ハ
シ
リ

河
尻

町
札
抑
制
潟
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に
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す
る
宅
A
H
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制
し、

院
長
十
川
年
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の
死
ん
だ
時
三
百
石
宇
一
阻

一
失
し
た
o
そ
の
巾
西
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均
は
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に
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に
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て
百
円
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で
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っ
た
が
、
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山
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で
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き
ぬ
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知
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訓
に
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儒
辿
一
泊
附
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九
郎
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術
門
財
閥
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=
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虫
館
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川
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え
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櫛
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町
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な
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は
れ
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徴
に
は
論
じ
て
ゐ
る
o

-

カ
ハ
シ
リ
川
尻

凶
一間
出
石
休
場
の
内
的
小

1
。
一

カ
ハ
シ
リ

川

尻

珠
洲
柑
正
院
郷
に
臨
す
ら
郎
一

W
F

。

一

大一
副
町
一

カ
ハ

シ
リ
ガ
ハ

わり
川
白。
カ
ハ
シ
リ
ガ
ハ

仏、i
，。

f
H
 
カ
ハ

シ
リ
ガ
ハ

川
尻
川

即
応
市
二
二
日
川
内
下

椛
は
、
新
民
に
計
っ
て
三
振
に
別
れ
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に
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ハ
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